
配
置
薬
の
対
象
戸
数
は
全
国
で
お
よ
そ
千
三
百
万
戸
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
全
世
帯
数
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
。
し
か

し
広
範
囲
に
及
ぶ
配
置
対
象
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
置
用

医
薬
品
生
産
金
額
は
、
医
薬
品
総
生
産
金
額
の
中
で
占
め
る
割
合

が
わ
ず
か
一
・
○
三
％
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
家
庭
配
置
薬
の
生

産
は
特
定
さ
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

配
置
薬
生
産
県
と
い
わ
れ
る
富
山
・
奈
良
・
滋
賀
・
佐
賀
の
四

県
に
お
け
る
配
置
薬
生
産
金
額
は
、
全
配
置
薬
生
産
金
額
の
七

三
・
六
％
。
全
国
生
産
の
大
部
分
を
占
め
る
。

こ
の
主
要
配
置
薬
生
産
県
は
、
か
っ
て
越
中
富
山
の
万
金
丹
・

反
魂
丹
に
代
表
さ
れ
る
売
薬
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
ま
た
寺
院
の
薬

に
由
来
し
奇
効
丸
・
豐
心
丹
・
陀
羅
尼
助
に
起
縁
す
る
大
和
売
薬
、

高
野
聖
に
発
す
る
薬
僧
を
そ
の
起
源
と
し
甲
賀
修
験
者
が
教
線
拡

13

家
庭
配
置
薬
業
の
現
状
と
諸
問
題

松
下
正
巳

張
に
自
身
が
製
剤
し
て
諸
国
に
施
し
た
甲
賀
売
薬
、
対
馬
藩
田
代

領
の
売
薬
で
知
ら
れ
る
朝
鮮
名
法
奇
応
丸
や
鍋
島
藩
の
烏
犀
円
な

ど
、
田
代
・
肥
前
売
薬
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に

根
ざ
し
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
地
場
産
業
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
。

時
勢
と
し
て
家
庭
配
置
薬
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い
。
配
置

用
医
薬
品
生
産
金
額
の
医
薬
品
総
生
産
金
額
に
占
め
る
割
合
は
漸

減
傾
向
に
あ
る
。
昭
和
六
二
年
か
ら
平
成
三
年
に
至
る
五
か
年
の

年
次
別
推
移
を
み
る
と
、
配
置
用
医
薬
品
は
平
成
三
年
五
七
五
億

二
五
○
○
万
円
、
医
薬
品
総
生
産
額
五
兆
五
九
五
四
億
三
五
○
○

万
円
に
占
め
る
割
合
は
僅
か
一
・
三
％
。
昭
和
六
二
年
一
・
五
％

を
最
高
に
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
主
要
配
置
薬
生

産
県
別
に
み
る
と
奈
良
県
（
三
五
・
五
％
↓
三
○
・
六
％
）
、
富
山
県

（
二
・
一
％
↓
一
○
・
一
％
）
、
佐
賀
県
（
三
・
四
％
↓
二
・
九
％
）
、

滋
賀
県
（
二
・
三
％
↓
一
・
七
％
）
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
漸
減
し

て
い
る
も
の
の
配
置
用
医
薬
品
生
産
の
割
合
は
全
国
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
主
要
配
置
県
の
う
ち
配
置
用
の
占
め
る
割
合
が
群

を
抜
い
て
多
い
の
が
奈
良
県
で
、
平
成
三
年
ま
で
三
○
％
台
を
維

持
し
て
い
る
。
配
置
用
医
薬
品
生
産
金
額
で
は
平
成
三
年
に
お
い

て
富
山
県
（
二
二
七
億
八
三
○
○
万
円
）
が
最
も
多
く
、
業
界
ト
シ
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プ
で
他
を
圧
し
て
い
る
。
つ
い
で
奈
良
県
二
○
○
億
四
八
○
○
万

円
）
、
滋
賀
県
（
三
六
億
二
二
○
○
万
円
）
、
佐
賀
県
二
三
億
四
六
○

○
万
円
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
四
県
の
占
め
る
割
合
は
七
○
％
を

超
え
て
お
り
、
家
庭
配
置
薬
は
近
世
以
来
の
伝
統
的
産
業
と
し
て

名
を
馳
せ
た
主
要
配
置
県
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

配
置
販
売
業
者
数
や
配
置
員
数
の
年
次
推
移
で
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
、
家
庭
配
置
薬

業
の
退
潮
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

主
要
配
置
薬
生
産
県
の
配
置
従
事
者
数
の
推
移
を
昭
和
五
五
年

～
平
成
三
年
で
み
る
と
、
富
山
県
（
五
四
四
二
↓
三
七
五
五
）
、
奈
良

県
（
二
五
一
八
↓
一
六
一
○
）
、
滋
賀
県
（
四
八
一
↓
四
三
七
）
、
佐
賀

県
（
三
九
四
↓
四
二
三
）
に
示
す
と
お
り
、
佐
賀
県
を
除
き
配
置
従

事
者
数
の
減
少
が
目
立
っ
て
い
る
。
と
く
に
富
山
・
奈
良
両
県
が

顕
著
で
あ
る
。
問
題
は
配
置
従
事
者
の
老
齢
化
や
後
継
者
難
が
深

刻
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
奈
良
県
の
場
合
、
年
齢
別
配
置
従

事
者
総
数
一
六
一
○
（
平
成
三
年
十
二
月
末
現
在
）
の
う
ち
五
○
歳

以
上
の
配
置
員
が
二
○
八
人
（
六
八
・
八
％
）
を
占
め
て
お
り
、

一
方
三
○
歳
以
下
は
僅
か
二
三
六
人
（
一
四
・
七
％
）
に
過
ぎ
な
い
。

業
界
の
高
齢
化
と
若
年
層
の
参
入
の
少
な
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

製
薬
業
は
今
も
昔
も
奈
良
県
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
は
な
い
が
、
県
内
産
業
に
占
め
る
そ
の
位
置
は

次
第
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
・

奈
良
県
に
よ
ら
ず
、
家
庭
配
置
薬
を
め
ぐ
る
諸
環
境
は
一
段
と

き
び
し
さ
を
増
し
た
。
後
継
者
不
足
と
高
齢
化
が
暗
い
鬚
を
落
す
。

人
材
の
確
保
と
育
成
、
Ｇ
Ｍ
Ｐ
実
施
に
伴
う
設
備
投
資
と
稼
動
率

の
効
率
化
、
販
売
機
能
の
強
化
、
新
製
品
や
新
技
術
の
導
入
と
開

発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
対
処
が
焦
眉
の
急
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
に
根
ざ
す
伝
統
的
薬
業
の
沿
革
を
た
ど
り
な
が

ら
現
状
と
諸
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

（
東
京
都
練
馬
区
史
編
纂
委
員
会
）
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